
 
 
平成26年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 
 

 
 
 
 
平成26年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成25年9月30日) 
 

 
 

修正の理由 
1．第2四半期累計期間の業績予想 
（1）連結業績について 
 国内の製薬関連企業や韓国の半導体・液晶関連企業から受注した超純水製造装置、ならびに台湾で受注した液晶関連
企業の廃水回収装置の工事が進捗したことにより、売上高は計画比3.1%増の72億8百万円となる見込みです。利益面につ
きましては、一部の超純水製造装置の仕様変更、工期延長に伴う労務費の増加ならびメンテナンスの売上が計画を下回っ
たこと等により、3億9千6百万円の営業損失（計画は1億4千7百万円の営業損失）、営業外収益に為替差益1億3千2百万円
を計上いたしますが、経常損失は2億4千8百万円（計画は1億5千5百万円の経常損失）、当期純損失は2億7百万円（計画
は1億1千1百万円の当期純損失）となる見込みです。 
 
（2）個別業績について 
 国内の製薬関連企業や韓国の半導体・液晶関連企業から受注した超純水製造装置の工事が進捗したことにより、売上
高は計画比10.5%増の54億5千万円となる見込みです。利益面につきましては連結と同様の理由から営業損失2億4千4百
万円（計画は1億1千万円の営業損失）、営業外収益に為替差益1億3千8百万円を計上いたしますが、経常損失は8千8百
万円（計画は1億2千4百万円の経常損失）、当期純損失は7千6百万円（計画は7千7百万円の当期純損失）となる見込みで
す。 
 
2．通期連結・単体業績予想について  
 通期の連結業績予想については、下期に半導体関連の大型案件および海外の排水装置の受注を見込んでおり、前回発
表どおりとしております。 
  
※上記の予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績
は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります 

以 上
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業績予想の修正に関するお知らせ  

近の業績動向を踏まえ、平成25年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,991 △147 △155 △111 △12.17
今回修正予想(B) 7,208 △396 △248 △207 △23.11
増減額(B-A) 217 △249 △92 △95
増減率(%) 3.1 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成25年3月期第2四半期）

4,422 △1,019 △1,109 △750 △79.96

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,930 △110 △124 △77 △8.44
今回修正予想(B) 5,450 △244 △88 △76 △8.56
増減額(B-A) 519 △133 35 0
増減率(%) 10.5 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成25年3月期第2四半期）

3,046 △852 △950 △605 △64.59


